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16年':'1::.のスギ及びヒノキ人J::'林の樹j廷におけるの展開機式について謝戒を行なった。

スギ， ヒノキともに梁条 (shoot)の{r.I，長生長期間は4月から 10月で， 担替の樹掘としては

比較的長い伸長期間を示した。 1M泡上!間部の;提条の伸長識に比べ樹i訟のr:t}，母や下!認での伸長滋は

しくノト窃かった。これを凶芽{姿勢の性賞のみから説l~iすることには鍛服があり，樹溜内におけ

る相対照度の提出:勾配も梁条の伸長に大きく Ji!J縛していると考えられた。樹況下!習になるにつれ

てスヰ-::では伸長する猿条の数が大幅に減少し，一部の諜条を集中的に仲1えさせる傾向がみられた。

ヒノキは下闘においても伸長する紫条の数は極端には減少しないが，綿々の葉条の{It民議

は上 1こ比べ著しく小さくなった。スギ， ヒノキとも，等しい潟さの樹器内では校の先端部の葉

条のほうが枝の義官官(斡に近い部分)の猿条よりも良く伸長した。これは国穿優勢の現われであ

ると考えた。

はじめに

樹木の梁のj謀!沼地税をまL1るためには， 葉条の{rl!l芝生長と荒:の!長関の 2つのj品股:を12<別し

て考える必裂がある。しかし，スギ¥ ヒノキにおいては葉条そのものが形成後数年の問は針煎ま

たは，鱗!午誕の集合したものと見なせるため， 1誌の展開過程を葉条の{rll;民生長のみから考察する

ことが可能である。漉条の伸長生長過胞は長さの計測という単純な方法によって，比較的容易に

定法的な分析をすることができる。

こねまでに，泌帯地域における林木の{!II長生長にi持する研究は機々な樹積について行なわれて

いる!日。これらの結果によると，一較的に{ljl1.芝生長は肥大生設や根の住民に比べfJ¥'11立に定右怠れ

る度合いが少なく， ifによる変動も小さいとされている。また， {It長パターンには植村守主があり，

同一J~~lg2下でも砲によって伸長パターンはuもなることが知られている。しかし， これまでの!iJI:究

のほとんどは低木磁あるいは高木絡のT:百本や幼木によるものであり， しかも孤立木のJ謁合が多

かった。森林の雨水胞を構成している{同体の{llll芝生長についてはほとんど研究されていなL、
樹j訟が完全に開銀している森林における樹位内及び林内の境域は，樹木が単独で存犯している

ヰ〈

本研究l立文部下i科ぞj~:研究tJl (一般研究人探訪詐り 63440012)による助成を受けて行なわ
~l t.ニ c
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場合と明らかに異なっている。誕の般開に最も関係の深いと考えられる光課iiEも，閉鎖林では|二!設

部で光殺が多く，下関になるにしたがって急激に減少する明織なK~成勾配を形成している。こう

した環境の柏巡は林水の仲良生長にも影轡するものと考えられるため，孤立木で調べられた伸長

パターンを閉鎖林にそのまま適用することには問題があろう。

そこで，本報告では閉鎖林の樹器における誕の展開退殺を垂滅的iζ明らかにする乙とを目的とし

て，スギ及びヒノネの人工林において葉の展開パターンを制斑し，樹IIT内の光繍墳のま構造と

の関係について考察した。

なお，本研究をjiJjめるに際して，適切な助言をしていただきました京都大学政学部名誉教授の

足利犬博士ならびに同大学森林生態学研究家の持機に深く感謝いたします。

調資地の概要

本調査は京都市の東南部， 11J科況に位置する安持寺隠有林内のスギ (Cryptomeriαjαponica)

及びヒノキ (Chamaecyραバsobtusa) 人工林内で行なわれたo ilfli査地の標高はおよそ 130m， 

は秩父宮生穏からなる Bn恕ないし Blld型である。 京都市中京区の京都気象台における年

平均気協は 15.80C(1951"'-' 1978年)，年平均時71<:[，¥:は 1，684.11悶m0951 - 1980年〕である。

スギ林分， ヒノキ林分ともに北i向き斜而.の下部に位践する 16年生の人工林で， 樹i誌は完全に

閉鎖しており， 下校の枯れやとりが始まっている。林床はIlきく下閥横生はほとんど児られなかった。

スギ林分の表組土には礁が多く， AoJ惑の発達はあまりよくなL、。 ヒノキ林分は傾斜がややきつ

いが， A。腕はスギ林分に.l:とべ良く発述している。 Table 1に各林分の概袈を示す。

Table 1. General description of research stands (April 1986) 

Species Age lnclination Tree density M叩 nD13日 Meanheight 13asal area 
(year) (0 ) (no./ha) (C111) (111) (rrf /ha) 

Cryplomeria 
15 12 3，530 11.9 12.0 52.42 

Jαpomcα 

Chαmαecyparis 
15 27 3，830 8.8 8.0 30.56 

obtusα 

調査方法

スギ， ヒノキとも~-3年生誕条は全て針葉，鱗j守奨からなっている。そこで，さí年生策条の伸長

!設を新誌の展開肢の指際とし，その長さを計測することで惑の股|羽について考紫した。

1.スギ

謝森林分内の数個体の幹に悌子を掛け，その周|立!の{間体について測定を行なったo tM)ITを上

(9-11m)，中間(7-9m)， ド(5 校下，nj)-7  m) に分け，各胞から 20枝を出IJ定

悼として選び，ナンバーテープを省けた。名il!IJ定枝の先端部に位践する紫条 2っと幹に近いとこ

ろ(以 f，lj~部と 11手ぷ)に{立置する紫条 2 つとに水'11 1:ペンキでfりをつけたo EIJをつけた提条につ

いて， fiii年の展開終期に詩けた煩い針縫部分を起点とし，それより先をお年生張条と見なして物

泣で設さを計測した。
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2. ヒノキ

ヒノキについてもスギと問機のえn.去で当年生葉条の長さを詰I'iJ!iJした。ただし，樹i誌は i二腿(6 

~8 m) と円弱 (3 (生技下高)~5 m)の 2，訟に分け，お限jの測定校数は 30本;とした。また，

ヒノキの~年生葉条は伸長開始後しばらくすると前年生との境界が不明瞭になるので，途中でfìíî

条と当年生葉:条との境に叩をつけi査し，以後はその叩から先そ~j・iJllJ した。

制定はスギ，ヒノキともに 1987年 4月初日から 10月 1413までと 1988年 4月初日から 10

)~ 4日まで， およそ 10日間隙で行なった。原則的には両年とも同じ:東条を計測したが年呂

に枯れた枝が何本;かあったので，それらについては 2年目には閉じ高さの校の中から新たに測定

枝を選んだ。

また，葉条の~tij{lJを行なった各校の!関疫をj限度計を用いて計測した。林道上に設慨した}限度目十

で同[l寺に計測した艇を 100として相対照度を求めた。測定日は 1987年はスギが8月 11日でとノ

キが8月 12臼，天気は両日ともi晴れ， 1988年はともに 8丹24日で畿りであった。

結果及び考察

1.誕の展開の挙節変化

Fig. 1 !こ葉条長の平均値の相対変化を訴した。 fljl長終了11寺の葉条長の平均に対する各i時点で

の平均議条長をパーセントで表示しである。スギ， ヒノキともに 4月の下旬に伸長を開始し 9

J~ の下切から 10 月の初旬まで伸長を続けた。樹冠を構!成袋している{個制体の{仲中;長長生長j期場H搭開J晃jを2訊淵!応問』司H遊差し

た炉伊桝1]

る.:51
船~。 これらは， 樹高がせいぜい数メートル松度の{臨休に関する研究であり， 環境-条f~: もまち

まちなので，今聞の結果と単純に比較することはできない。しかし，スギ， とノキの伸長期目見に

ついては，前木やがj樹を用いた研究で得られた結果山と本訴l遊の結果とにほとんど違いはなく，

スギ， ヒノキはともに路帯の樹絡のI:j:lでも比較的伸長生長期IlJJの長い樹穂の一つであるといえよ
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Fig.2 Seasonal changes in Relative Growth Rat臼 (RGR; see text) 
of Cryptomeria jαpoηicαand Chαmαecypαris obtusα. 

の季節変化を示した。 RGRは次

つG

Fig. 2に相対議条伸長本 CRelativeGrowth Rate. RGR) 

の式によって計算した。

Cmm/ day) 

にR
-…… x 100 
GRMt¥x 

GR; は平均伸長鼠 1".i. 1".; Iは測定日 iにおける n番目の当抗議条の長谷と前の測定日にお

ける当年生誕条の長さ.L1 t (まjilij測定1:1郊のぞi数 sはサンプルとして制定した挺条の数，

G九IAXはその年の GRの最大{践で‘ある。

1987年をみると，スギは初期の RGRが!J、さく 6月初旬に最大となり，その後急速に減少する

1どーク型の伸長パターンを示した。 このため. Fig. 1の{Ijll毛幼線は初期に勾配が緩く. 6 )"1 

付近に仲良が集中する S字型の曲線になった。 一方， ヒノキは伸長開始i攻後の 5月初旬[こ最大

となり，その後も長期に渡り比i!l交的大きな RGRを維持するパターンを示した。仲良[1J1線 (Fig.

1 )は伸長期間のごく初期と終Jolを除いてあまり勾自己に変化の見られない伸長パターンとなった。

1988年もヒノキは{Ijl長!?倣合成後に，スギは 6丹時HこlミGRの最大を示した。しかし とノキもス

ギと向様にその後 RGRが急速に減少した。このj虫山lこついて詳しくは後で述べるが，林分全体

の樹i高が高くなったために樹器内における測定伎の相対的高さが 1987:ifに比べ 1988:1:1'=のほうが

{s;くなったことによるものであろうO このため. 1988年の調査では， 樹の下回部分における

伸長パターンのq~f徴がより強く;現われたと考えられる。

2.樹冠各の仲良パターン

樹i話器開の平均相対!lな!交を Tab1e 2に治す。スギ， とノキ林ともに上lI~ìで結対照度ーが大きく，

下問へ行くにしたがって小さくなる明らか勾配を)1ラJ!X:しているο また， J二宮jの平均相対照

J3rは， スギ林では 1987年が 18.0ノぐーセント. 1988年が 12.2パーセント， ヒノキ林では 1987

0". ;… 1".;1)/ L1t 

s 
GR;= 

RGR; 
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Table 2. Relative light intensity in each layer of canopy 

Layor 1-1邑ighlrango 
(m) 

Cryptomeriαjaponicα 
U ppor Canopy 9-11 
Middlo Canopy 7-9 
Lower Canopy 5-7 

Chαmαecyparis obtusα 
U pper Canopy 6-8 
Lower Canopy 3-5 

が42.4ノfーセント， 1988年が 29.0ノfーセント

でともに 1988 年の方が宥惑に低かった (H~

p< 0.01)0 iiljj林分ともに 16年生の若齢林

分であるため樹高生長は活発でぬる。このため

1988年には本調蕊で樹j誌の上胞とした部分よ

りも更に上部に樹越が延び，新しく形成された

最上部の枝葉によって光が近、断され相対照度が

低下したものと考えられる。つまり，樹冠各!認

の地上高は 1987， 1988年とも同じだが， 枯Ji話
11qにおける相対的な高さ，光環境からみて

1988年の上限は 1987$の上回と中鴎(ヒノキ

ではI:J爵と下j爵)の中1m的な位i貨をしめている

と考えてよいであろう。

Fig. 3に樹組問別の5f.l句葉条伸長量増加出

品j誌を示す。 1987年をみるとスヰ;¥ ヒノキとも

に上沼の伸長に比べ仁!JJi¥?i， ド踏の{rtl;民法は著し

く小さかった。 19881:1:::では下!爵， J:jJ)爵は 1987

年とほとんど変わらなかったが， 上j閣は 1987

年の上!認と1:1:1)'自のけ:t[剖であった。これは，先に

述べたように， '樹高生長により樹道内の相対的

容が低下したことがl民間と考えられる。

樹元まの上限ほど:諮条の{ilJ長が大きくなった!京

lま!としては出発縫勢と光環境の述いとの 2つが

考え~~~るO

一般に金針i
. 

木lにこおいでも11詰b剖討財ヰ木〈のj上二部に泊翁Iいている蕊条lほまとど

良く{伸I1市11民し， ドヘ行くにつれて伸長換が少なく

なる{九 1987年に樹高約 4rnの擁立本について

葉条の{I111お誌を調べたところ，スギではよl認を

100%とすると11:1)認が 86.4%， 下!習が 44.5%， ヒ

1987 l告88

17.97ゴニ15.96 12.16こと 5.63 
6.09ニiニ3.66 6.76こと 4.16 
2.22:1こ 2.38 3.62こと 1.39 

42.36ゴニ30.69 29.04こと10.53
1.75ごと 2.61 4.53土 3.89

20 
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Fig. 3 Shoot growth curves of (a) Crypto-
menαjαpo!Ucαand (b) Chαmaecy-
pαris oblusa in diJfurunl layers of 
a canopy. 
o … o Uppur c乱nopy1 
ム………ム Middlecanopy ~ 
自 … ル命令口 Lower canopy J 

⑧…………. Upper canopy 1 
A A Middle canopy ~ 
髄……守口鶴 Lowercanopy J 

1987 
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ノキでは中間 62.1%，下j関21.4%であった。本潟市:<f-行なった林分は既に樹誌が完全に|封鎖して

おり，下校が枯れ上って樹iUは孤立木よりも措くなっている。したがって，樹冠おの挺条{lll長



90 

Tablc 3. Mean annual shoot growth of Cryptomeriαjα.ponica and Chamαecypαris obtllsα 
in diffenmt layers of canopy (mm/ycar). Figures in parentheses show percent of 
the mean shoot growih in the upper canopy. 

服部
excluding 
non-grown 
shoots 

excluding 
norトgrown

shoots 
total shoots toial shoots 

64.4 (100) 
57.1 (88.7) 
30.0 (46.6) 

23.4 (100) 
9.5 (40.8) 
0.8 (3.4) 

92β (100) 
61.3 (66.0) 
19.7 (21.2) 

62.6 (100) 
10.7 (17.1) 
0.7 (1.2) 

27.3 (100) 
7.5 (27.5) 

26.2 (100) 
3.6 03.6) 

93.5 (100) 
10.6 (11.3) 

92.7 (100) 
6.9 (7，4.) 

Cryptomeriαjα.ponicα 
Upper canopy 
Mid訓告 canopy
Lower canopy 

Chαmαecypαris obtllsα 
Upper canopy 
Lower canopy 
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Fig. 4 Seasonal changes in proportions of elongating shoots in 
different layers of a canopy. (a): Cryptomeriαjαponicα， 
(b) : Chαmαecypαris obtμsα. 

l誌に及ぼす1頁~優勢の影響は，孤京本;の場合より小さくはることはあっても大きくなることは考

えられな L、。しかし，本錦遊で認められた伸長抵の府間での授は， 1987 iî'~ を例に取ると

100%に対してスギの中が 17.1%，下l誌が 1.2%， ヒノキ下脱が 7.4%と著しく大きく (Table

3)， m芽優勢だけからこれを説明するのは艇即がある。

それでは，光環境の議いについてはどうであろうか。川部辺時}によるとスギの一年生茄の葉量

殺成長不は相対j限度が 50%以!とになると減少し始め， 10%では自然光の 5~;IJ根!立しか生長しな L、
ヒノキでは相対照度 30%までは誕の成長取はあまり変化しないが，それ以下になると急激に減
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少し， 10%では自然、光の 21%の成長率になる。 また， 部本の補償J誌をスギが 4.6%， ヒノキが

3.4%と推定している。百i木による実験で得られた数{践を単純に水制査と比較することはできな

いが，樹冠各!認の相対照度はスギ11:1胞が 6-7%，が2-4%，l::ノキド艇が 1""5 % CTable 

2)で， !:/J・下関の相対照肢はlti木の制H設点の前後であり，明らかに光不足による伸長の抑制が

生じていたと推測できる。

葉条fljJ長識の:!Ii;践的相違に国芽能勢と光潔墳の各々 がどの穏j支脊!ヲしているかを本調資から定

量的に諮:備することはできなかった。しかし， スギ， ヒノキの閉鎖林分では光環境が樹元主各j穏で

しく異なるため，諜条仲良畿の謹直勾配は， J資援勢によって地区勾配の生じる弧立木の場合

よりもずっと大きくなっているといえる。

平均伸長盤が臼認で大きく，下関ほど小さぐなることはスギ， ヒノキに共通して認められたが，

平均伸長畿を減少させる機構に関しては同樹穏の自立に迷いが見られた。 Fig.4に測定期間に伸

長生長の認められた議条の全測定議条に対する制合の季節変化を樹抵のj爵別に訴す。

1987年についてみると，スギ上闘での伸長葉条の割合は伸長開始i査後に最大になり 7月まで

は変化せず， その後徐々に減少した。中!認になると伸長楽条の割合は 20%弱と著しく減少した。

また，上鴇に見られたような 7月以後の伸長楽条の減少はあまり顕著でなく，一度伸長を始めた

葉条の多くは長期間伸長を続けていたことが分かる。下関では更にfljl長する葉条の割合は減少し，

{Itl長ltfJの前半の 7月までの1mに 10%弱の紫条が伸長しただけで，それ以後は伸長葉条がみられ

なかった。

一万， ヒノキ上躍では伸長開始的:後にほぼ 100%の葉条が伸長そ開始し， 伸長期終了の臨前ま

でほとんど全ての議条が仲良を続け，その後急激に伸長葉条の割合は減少した。下!認でも 50%

以上の梁条がすぐに仲良を開始し(これは， スギ下関の{院と比べるとずっと大きし、)， そのj度後

から仲良葉条の割合は徐々に減少した。ヒノキ下関ではかなりの割合の葉条が伸長するが，その

多くは伸長期間が短く，初期に伸長を終アしていたことが分かる。

iilii樹躍とも 19881手についても中関，下閣では 1987:9:':とほぼ同様のパターンを治したが，上!認

では最大値， 季節変化のパターンともに 1987年の上総とI:IJ隠(ヒノキでは上l穏と下総)の中間

的な{立問を示した。 ちなみに， 19881ドのとノキにおいて Fig.2のRGRの季節変化が{中長期の

初期に高L寸立を訴し 以後徐々に減少するパターンをとったのは， 1988年の上憾での護条のfrll

長パターンが初期に伸長の究~"Jする下j留的なパターンになった給巣である。樹抵の更に上j持では

1987年の上j習とi司織の伸長パターンをとっていたと考えられるので，実務の 1988年の RGRの

ノイターン及び伸長曲線 CFig.1)は 1987年のものとほぼ悶械であったと忠われる。

Table 3には各j留の年間諜条flli長般の平均を， 全測定誕条の平均と全く伸長しなかった葉条

を除いた場合の平均とに分けて示した。上儲， IIJ)爵，下総の違いの明確な 1987年についてみて

みると， スニドでは全iJ制定;葉条の平均は i二!習を 100%としてqJ鴎が 17.1%， 下艇が1.2%であった。

ヒノキでは下の平均伸長段はj二倍zの7.4%であった。一方全く伸長しなかった菜:条を除いた

場合，スギでは中間が上問の 66.0%， ド闘が 21.2%となり， J留による迩いはかなり小さくなった。

しかし， ヒノキド胞の伸長抵はj二Joの 11.3%で金制IJ定提条の場合とあまり大きく jillわなかった。

つまり， スギでは仲良した誕条個々の伸長盛は樹?誌の胞によってそれほど大きくま誌ならないが，

ヒノキでは1マ憾の伸長議議個々の伸長散は上限に比べ幸子しく小さいものが多かったことになる。

以上から，スギは樹j話下回になるにつれて伸長する葉条の数を大幅に減らして，…部の~条を

集中的に伸長させる傾向があり， ヒノキは樹，(f下回になっても伸長する葉条の数は極端に減少さ

せず， fljll延期i聞が~\1く {111長問の小さい活条を多くする傾向のあることが分かった。
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3.技の各部{立における仲良パターン

Fig.5に伸長葉条の割合の季節変化を各総， 技の先端部と謀部とに分けて示す。 スギ， ヒノ

キともに季節変化のパターンは先端部もまま部もほとんど同じであった。しかし， スギでは各憾と

もうも端部の葉条に比べ基部の葉条の伸長する割合が著しく小さく， ード鴎では接部の猿条は全く{ql

j乏しなかった。…方， ヒノキは下If:号でやや先端部の組が南仏、傾向にあるものの，先端部と器部の

伸長葉条の割合は伸長期間全体を通じてほとんど変わりがなかった。

Table 4に先端部と謀部の璃条とに分けて年平均伸長盤を樹話各ごとに示した。 臨531]のi品

と|可織に，会測定護条のSJZ均伸長識と全く伸長:のみられなかった議条そ除いた場合の平均伸長

2つを示しである。尚樹種ともどのj訟においても先端部のほうが接部よりも伸長盤が大き

かった。先端部と募部の差はスギで顕著で， 1987年の全制定議条を見た場合， 各胞の先端部の

平均伸長績を 100%とすると基部の平均伸長:滋は上腿 43.3%， 中関 2.4%， 下!箆 0%であった。 こ

れに対しとノキは上踏 82.2%，下!爵 65.1%とそれほど大きな濠はみられなかった。また，全く伸

長しなかった葉条を除いた場合には， 1987年の先端部に対する基部の平均伸長抵は， スギj二信!

1∞r a. Cr. japonica 

80 

60 

“ 40 g 
~ 20 

3O 
官1∞
子80
0 

む 60

ハυ

ハ
υ

ハ
υ

J
U
.

門
/
』

month 

Fig. 5 Seasonal changes in proportions of elongating shoots on 
differcnt parts of branches in different layers of品 canopy.
(a) : Cryptomeriαjaponicα， (b): Chαmαecypαris obtusα 
O一一一一oBrnach tip 
@……@Iimach base jじpp日r叩

ム即…Mω…悶悌…帥ム B払r‘'nacぬhtip 
Middle canopy 

A一一ーふ Brnachb‘e 
口一一口 Branchtip 
館、 今 一欝 Branchb~se J~ower canopy 



93 

Tablc 4. Mcan annual shooi growth of Cryplomeriαjaponica and Chαmαecypαris obtusα 
乱ibranch lip日 and branch bascs (mm/ycar). Figurcs in parcnthcs日目 show p日rccnt
o[ thc mcan shoot growth at ihc branch tips. 

1987 1988 
cxcluding 告xcluding

Part in branch iotal shoots norトgrown iotal日hoots nOIトgrown
shoots shooi日

Cryptomeriαjαponicα 
Uppcr canopy 

Branch tip 87.5 (100) 106.0 (100) 38.2 (100) 76.5 (100) 
Branch basc 37.8 (43.3) 72.1 (68.0) 8.5 (22.2) 37.7 (49.3) 

Middlc canopy 
Branch tip 21.0 (100) 64.5 (100) 15.2 (100) 63.7 (100) 
Branch basc 0.5 (2.4) 20.0 (31.0) 3.9 (25.6) 40.8 (64.0) 

Lowcr canopy 
Branch iip 1.5 (100) 19.7 (2l.2) l.6 (100) 30.0 (100) 
Branch basc O (0) 。(0) O (0) O (0) 

Chαmαecypαris obtusα 
U ppcr canopy 

Branch tip 95.4 (100) 95.4 (100) 30.4 (100) 30.4 (100) 
Branch basc 78.4 (82.2) 80.0 (83.6) 22.0 (72.3) 24.0 (78.8) 

Lowcr canopy 
Branch iip 8.3 (100) 11.2 (100) 4.5 (100) 8.1 (100) 
Branch basc 5.4 (65.1) 10.0 (86.0) 2.7 (60.2) 6.7 (82.自〉

が68.0%，中間 31.0%，下関 0%で， ヒノキは上 83.6%，下槌 86.0%となった。先端部と器部と

の閣で伸長した葉条の割合に大きな悲のあるスギでは，伸長しなかった葉条を総くと先端と基調s
の差がかなり絡まり，伸長葉条の割合にほとんど差のないとノキでは全葉条で兇た場合とそれほ

ど‘変わらなL、。それでもなお， とノキよりもスギの方が若が大きく，先端部と基調lとの設は. {rjJ 

i践する葉条の~ílJ合においても， {rjl1主務条綿々の{rj!長設においてもスギのほうがヒノキよりも大き

いことが分かった。 1988年でもほぼ出H哉の傾向が訴された。

閉鎖林分の樹週内のf故現地は殺菌.的に大きく採なるのに対し，日さの等しい樹元主位践での枝の

水平的な部批1mでの微環境の変化は，孤立:水の場合よりもむしろ少ないと考えられる。したがっ

て，校の先端部と器部との伸長i設の迷いは樹週内の指iさによる逃いの場合とは認なり，環境嬰鴎

によるものというよりは，むしろ各樹穂が本米持っている部故による{rjJ;長パターンの追いの現わ

れであると考えられる。針葉樹の持つ頂芳:能勢の影響は{間体全体に関してだけでなく. I可…校内

にも現われ，一本の校のなかでは先端部の梁条ほどく伸長し. -}主部になるにしたがって仲良恐

が少なくなることが長ねられている九本調資で樹冠各胞の光端部と基ttliとの問に見られた仲良泣

のjさいも， ]頁3ft足勢による{!j!長パターンにしたがって起きたものであると考えてよいで品うろう。

そう考えれば，先端部と基部の伸長:監の差がヒノキよりもスギで大きいことは]賞事優勢の傾向が

とノキよりもスギで大きいことから説明できる。
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Resume 

The characteristics of shoot elongation in forest canopies were studied in sixteen-

year-old artificial stands of Cryptomen'•α japonicαand Chαmaecypan's obtusa. 

The shoot elongation periods of both species were relatively long， from April to 

October， as cool temperate species. Shoots in upper layers of canopies grew much 

more than those in middle and lower layers in both species. The shoot elongation 

differences between canopy layers were not explained only by the apical dominance. 

In addition to the apical dominance， the vertical gradient of the relative Iight in幽

tensity in the canopy was also considered to affect the amount of the shoot growth. 

1n the lower canopy， the proportion of shoots which elongated during a growth 

period was small in Cr. japonica， but the growth rate of each elongated shoot was 

relatively high. While most shoots of Ch. obtusa elongated even in the lower 

canopy， but they grew much less than those of the upper canopy. Due to the 

apical dominanc邑， the shoots on the tip of a branch grew longer than those on the 

base (near the main stem) in each layer of the canopies of both species. 




